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か
つ
て
人
々
は
川
と
共
に
生
き
て
い
た
。

ひ
と
苫
前
の
北
川
と
北
山
た
ん
ば
（
写
寄
伸
清
氏
・
市
内
在
住
）

こ
の
重
な
写
真
の
数
々
は
、
昭
和
的
年
代
（
約
6
0
年
前
）
中
学
生
だ
っ
た

仲
清
さ
ん
が
撮
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
北
川
と
北
山
田
ん
ぼ
、
八
国
山
周
辺
は

今
で
は
想
像
も
で
き
な
い
程
、
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
新
山
ノ
手
露
王
制
の
北
川
は
、
子

ど
も
た
ち
の
絶
好
の
遊
び
場
。
夏
に
な
る
と

泳
い
だ
り
、
ウ
ナ
ギ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ハ
ヤ
や

フ
ナ
な
ど
の
魚
を
捕
っ
た
り
し
て
い
た
と
言

－
？
戦
後
も
昭
霜
約
年
代
初
頭
ま
で
は
ま
だ

ま
だ
川
も
美
し
く
透
明
唐
都
あ
っ
た
そ
う
な



●
第
2
回
か
っ
ぱ
サ
ロ
ン
報
告
＝
　
『
川
を
知
る
』

★
狭
山
丘
陵
は
川
が
つ
く
っ
た
？

★
東
村
山
に
多
直
川
が
流
れ
て
た
？

★
川
は
裏
っ
直
に
流
れ
な
い
？

こ
ん
な
話
、
皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
し

た
？9

月
9
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
「
第
2
回
か
っ
は
サ
ロ
ン
」

で
は
、
　
『
川
を
知
る
』
と
鱒
し
て
こ

ん
な
川
の
話
に
迫
っ
て
み
ま
し
た
。

北
川
か
っ
ば
の
会
で
は
、
川
や
自
然

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
気
軽
に

参
加
で
き
る
学
習
・
座
談
会
　
「
か
っ
は

サ
ロ
ン
」
　
を
定
例
で
行
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
の
「
自
然
生
態
系
」
の
話
（
講

師
／
日
本
生
態
系
保
護
協
会
・
堂
本

氏
）
　
に
引
き
続
き
、
今
回
は
北
川
か
っ

ば
の
会
の
宮
本
が
、
川
の
不
思
議
や
基

礎
知
識
、
自
然
の
特
徴
に
つ
い
て
挑
戦

し
て
み
ま
し
た
。

休
日
の
朝
か
ら
、
不
慣
れ
な
説
明
に
も

関
わ
ら
ず
、
皆
様
聞
い
て
頂
い
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
か
ら
は
近
く
の
お
そ
ば
屋

さ
ん
の
座
敷
で
第
2
部
も
開
催
。
川
の

話
を
肴
に
歓
談
。
何
人
か
は
そ
の
ま
ま

延
々
深
夜
ま
で
盛
り
上
が
り
続
け
ま
し

た。

当
日
の
話
題
全
て
を
こ
こ
で
お
伝
え

で
き
ま
せ
ん
が
、
お
話
し
し
た
内
容
は

以
下
の
通
り
で
す
。

【
『
川
を
知
る
』
賭
越
内
容
】

★
川
の
水
は
ど
こ
か
ら
棄
て
と
二
へ
い

く
の
か
？

水
循
環
の
話
／
流
域
と
け
／
都
市
化
と

水
循
環
／
川
の
流
れ
の
様
子

★
川
の
形
は
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
っ

流
れ
の
働
き
／
川
の
つ
く
る
地
形
／
川

の
形
態
　
（
砂
州
と
瀬
・
淵
）

★
川
の
自
然
の
特
徴

川
の
場
所
で
自
然
は
異
な
る
／
用
の
生

態
系
の
特
徴
／
水
質
と
生
物
／
多
自
然

型
川
づ
く
り
の
試
み

※
当
日
の
資
料
に
若
干
の
余
分
が
あ
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
合
せ
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
宮
本
記
）



行政と市民の初ジョイントで、北川清流復活へ向けた活動の一環とし

て、北川クリーンアップ作戦が実施されることになりましたI）かつてこ
の北川で子とも達が泳いでいた頃の情景（ほとんど信じられない話だけ

れども）を思い浮かべながら、再び川に手をさしのべてみませんか－　清

流復活への道はまずゴミ清掃から！オトナも子どもも集まれ集まれI
●　日　時　10月29日（日）

●　集合場所　北山公園（民家園庭）
●　集合時間　午前10時（雨天中止）

●　持ち物　　ゴム手袋、長靴、タオル（作業ができる服装）

●　作戦終了後（12時頃）自由参加による野外懇談会

問合わせ先　市役所練成課118193－5111

または「北川かっはの会11、01況－2365

かっぱ探検隊ついに行動開始
「秋の星清流めざしかっはいく。」

かっばも俳句で記念すべき第1回探検を応援。のんびり歩きながらのフ

ィールドワークです。参加をお待ちしています。

行動日時／10月15日（日）午前11時一午後3時

集合場所／
集合時間　／

縄文遺跡角諸レ／

探検必需品　／

隊員特典／
探　検　費　／

武蔵村山市野山北公園

午前11時

増田泰重　さん

（東村山市在住歴史研究家）

お弁当（昼食）
豚汁・心暖まる飲物
500円

定　　員　／　20名

申　込　先　／　三島　乱個2391－2365

☆バ母’イヤ　（西武バス）

東村山駅発9騎（立川行）→奈良橋着10；00（乗換え）

野山北公国

譲器10：12（長円斬き）‾横田着10：22　聖二停



第3回かっはサロンのお知らせ

かっはの会会員自家栽培による
ハープをお茶にして、楽しくまじ

めな研究サロンも3回目　すでに

年間計画はぎっしりtill月下旬

に、秋津周辺の柳瀬川流域に残っ

ている（かっは伝説）を地元の方

に聞く会を考えていますが、詳細

は次号・で

以降、多摩湖の歴史／狭山丘陵
の保全／八国山の苺花と野鳥／水

かき育成講座／豊山・雑木林との
つきあい／川を蘇らせるたかの近

自然河川工法／東村山のまちづく

り等、盛りたくさんの企画があり

ます′　会員の皆様からの希望も受

付けしておりますので、どしどし

投稿してください、

なお、サロン準備のためのお手

伝いも募集しております　お気軽
にお申しで下さい

森村山鹿集まつりへ参加

北ji時）清流復活のための活動を

開始して4カ月「北川かっばの

会」では初のて産業まつりへ参加

することに決定　水とみどりの街

づくりの一翼をになうべく、北川

や北山田んぼの今昔を紹介したり
ハ一一ブや書籍、カレンダー等の物

販活動も考えている

新しく会員になられた方や）遊び
がてらいらっしゃいませんか

お手伝いも大歓迎いたします

日時11月11日（ゴー12日（日）

10：00／‾）

場所　東村山」市役所前

かっぱOUT膜mR講座①

まず第1回乱はカヌー編
かっはもしくは水ガキになる方

法で｛一一番よいのけカヌー　川下り

をして気に入った場所でキャンプ

釣りをすればめなたもすぐかつは
になれる、“沈’’すれば川の汚れ

は検査しなくても一発で体験可、

最近では障害者カヌーも盛んにな
り、10月7・8日には奈良で全国

大会も行われる
問合せ先　辻　血　072（ト797501

かっはのメンバーも参加（

多摩全生国緑のりか千野

この祭典は、地域の緑のオアシ
ス多磨全生国の豊かな緑の観察を

通して、自然の摂理と素晴らしさ

を体験し、あわせて高松宮記念ハ
ンセン病資料館を尋ねて先人の偉

業を偲ぼうというものですi　青菜

小生徒作文朗読や、親子スケッチ

教室など楽しいプログラムもあり

ます

日　時／　j O月22日（日）

】0：00一）し　5：00

場　所／国立療養所
多磨全生囲

主催　東村山緑を守る市民協議会

後援東村山市
問合せ先近藤血042高一94一（；鮎0

籍
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かっばの会会員募集

北山公園の前を流れる北l帖は、
かつて、ウナギやドジョウや魚が

生息し、夏休みともなれば水ガキ
が一日中、かっばになって遊んで

いたといいます。今では見る陰も

ない川になってしまいましたが、

もう一度美しい川を取り戻したい
という大きな夢をもって「北川か
っばの会」をつくりました。

自然が大好きで、趣旨に賛同、
活動に参加できる方（参加は自
由）を広く募集いたします。

申し込みは下記まで。（かっぱ
サロンでも受付けます）会費は年
3，000円です。かわいらしい会員証

（かっぱサロン割引有り）と、か
つぱ通信（隔月間）をお送りいた

します。

問合せ、申込み先：
東村山市野口町3－lL8

三島方皿0423－91－2365

会費振込先

郵便振替00120－6－104476

加入者名　北川かっばの会

編集後記

去る9月19日朝日新聞朝刊に

北川かっばの会が大々的に報道さ
れました。反響も問合せも殺到し
て事務局は大忙しになってきまし

た。さらにパワーアップして多彩

なメニューをお届けします。

lnfomation

＜多摩六握フェア＞

●リサイクルフェスティバル

日時；10月8日（日）10時～16時

場所：田無市役所前市民広場
●リサイクルシンポジウム
「リサイクルのためのリサイクル10年

後の未来のリサイクルを考える」

日　時：10月8日（日）13時～

場所：田無市役所202・200会議室

●フレッシュコンサート

日　時：10月8日（臼）13：30開場

場所：東村山市立中央公民館
内容：若き音楽家によるクラシックブ小一ト

●多底相脚ヽしい子供の遊び展
日　時：10月20日（金）～25（水）

場所：パルコひばりが丘店4F

入場無料

上記開合先：多摩北部都市広域行政圏

協議会事務局（田無市役所内〉
皿0424■紘一1311内線450

＜21－東村山まちづくり交流サロン＞

10月；ソムリエと共にワインを味わう会

11月：21・東村山まちづくり研究会

12月；異業種交流パーティ

聞合せ先：21・東村山まちづくり交流

サロンTh O423－97－1100

＜アンデスの風in槍原＞

日　時：10月8日（日）11：00～15：30

場　所：槍原村フジの森野外音楽堂

内　容：ペのレー料理、アンデスの民族

音楽会等。　　　入湯有料

間合先：アンデスの風実行委員会
旭0425－43－1607小港


